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書
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し
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蘭

幅
ブ

丶h∴

■

二

＼

"
r
㌦

、

一{　
　

解
　

題

～{
假
名
文
字
邉
　
　一
卷
　
　
　
行
阿
撰
竃
い
ふ

　}　
　
　

附
　
定
家
卿
ロ
簿
　
　
人
丸
秘
抄

{
〔
】
名
〕或

ハ
定
家
卿
假
名
遣
、
或

ハ
行
阿
假
名
遣
、
或

ハ
二
人
丸
秘
抄
の
名
を
以
て
行
は
る
。
但

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り

…
し
、
名
物
記
に
、
篆

習

籏

名
遣
の
義

覧

美

ゑ

、
別
の
も
の
釜

。
叢

次
に
あ

下

る
下
官
集
の
條
に
い
・あ
・

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

つ

叉

、
附

録

の
定

家
卿

ロ
傳

巴
、
前

に

い
ふ
定
家

卿
假

名
遣

竃

ハ
異

に
し

て
、
入
丸

秘

抄

豊
二
人
丸

秘

抄

逐
も
同

し

か
ら

す

。
そ
れ

ち

の
ど

、
な
は

下

に

い
》
ハ
べ
し

。

一一
〔
傳
本
〕
管
見
の
及
ぶ
巴
こ
ろ
、
此
書

の
寫
本

に
二
部
あ
う
。
　
一
脈
文
明
の
奧
書
あ
る
も
の
に
し

て

即
ち

こ
の
叢
書
の
校
正
に
用

ゐ
控
う
。

一
八
文
安
五
年

二
月
廿
三
日
、
李
常
線
、
左
衞
門
尉
藤
原

正

保
の
所
望
に
よ
う
て
寫
し
て
輿

へ
し
ょ
し
奥
書
あ
る
も
の
・
其
本
文
安

明
本
に
餮

同
㌣

一

し

て
、

目
録

及

び
附
録

な

し
。

刊
本

に

ハ
、
貞
享

・

元

祿
・

寛

政
等

の
數
板

、
拜

に
刊
行

の
年

月
を
記

さ

Ψ
る

慾
の
あ

う
。
、
こ
の

…}
刊
行

の
年
月
な
き
も
の

ハ
美
濃
紙
本

に
し

て
、
蓋
し
慶
長
中
の
出
板

、
天
文

の
奥
書
を
戲
す
。
其

～　

、　

　
　
　

　
　

　
　

㌦
　
　
　

　

、　

　
　

∴

、胴囲一■開明■開脚■卩■鰯臍
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客
ヌ

竿
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霹

翠

5　 1

唄
　

,

い

・毳
∵

ノ
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∵
凱



ギ

芍

　
假

名

文

字

遣

解

題

二

■

體

文
明
本
に
似

て
や

丶
増
加

の
詞
あ
う
。
且
、
其
附
録

ぬ
除
き
だ
れ
費

、
目
録

に
ハ

「
一
定
家

卿

ロ
簿
、
二
人
丸
秘
拶
」
豊

い
ぶ
こ
、
な
ほ
殘
う
尤
う
。
さ
れ
ば
、
類
字
假
名
遣
・
群
書

一
覧

・
其

他

に
、
假
名
文
字
遣
の

一
名
を
「、二
人
丸
秘
抄
」
電

い
ふ
よ
し
に
記

せ
る

ハ
、
さ
る
附
録
あ
う
し
こ

蓬
を
知
ら
で
、
目
録
を
讀
み
あ
や
ま
め
だ
る
よ
う
起
れ
る
と

な
う
。
今

ζ
の
古
板
本
を
文
明
の
本

に
よ
う
て
校
正
せ
う
。

貞
享

、
元
碌
等
の
板
本

ハ
、
古
板
本
を
縮
刷
し

て
.
横

本
退
し
、
孚
紙
本
澄
し
、
小
本

円
し
煮
る

獅
に
す
ぎ
す
。
　
　
　
　

.

〔
撰
者
〕
序

に
よ
れ
ば
、
源
親
行
は
b

め
に
之
を
撰
び
て
、
定
家
卿
の
校
閲
を
う
け
、
後

に
親
行
の

{
孫
行
阿
、
更

に
増
訂
し
だ
る
愁
の
か
。
但
し
、
行
阿
を
親
行
の
孫
£

い
ぶ
ε

に

ハ
.
疑

な
き
に
あ

ら
す
。
馬
さ
て
.
こ
の
定
家
卿

ハ
船噫
娠

三

11
重
伽

ノ磁

小
倉
百
人

一
首

の
撰
者

巴
て
世

に
あ
ま
ね
く

伽
ら
れ
だ
る
人
な
う
。
官

正
二
位
權
中
納
言

に
湿
る
。
法
名
明
靜
、
世
に
京
極
中
納
言
円

い
ふ
。

新
古
今

集
.
新
勅
撰
集
の
撰
に
輿
ウ
、
叉
、
詠
歌
大
概
・
毎
月
鈔
・
顯
注
密
勘
・
明
月
記
・
拾

遺

織
瞭
爨

無
縫
側餐

継

」
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な
う
。
さ
れ
ば
、
假
名
文
字
遣

の
序

に
い
へ
る
拾

遺
愚
草
の
清
書
も
、
叉
其
頃

の
と
な
る

べ
し
。

こ
れ

に
よ
り

て
、
は

や
此
書
の
成
う
湿
る
時
代
を
知
る

べ
き

か
。

親
行

ぬ
管
姫
紙

価
W
大
和
源
氏
に
し
て
、
河
内
守
光
行
の
子
、
官

、
從
五
位
下
・

式
部
丞
・
河
内

守
た
う
。
父
光
行

の
業
を

つ
ぎ

て
、
中
古
の
文
學

に
通
じ

、
和
歌
を
好
み
、
其
詠
、
續
後
撰
集
等

に
入
る
。
仁
治
三
年
鎌
倉

に
下
り
、
東
關
紀
行
の
作
あ
ウ
。

行
阿
、
假
名
斈

邉
の
序
に
「
嬰

河
内
薯

親
行
」
器

る
を
、
行
阿
よ
う
指
し
て
父

参

上

て
、
世

に

ハ
親
行

の
孫
巴
見

な
さ
る
丶
と
久
し
く
、
後
普
光
園
院

(良
基
公

)假
名
遘
の
抄
円

い
ふ

も
の
に
も

「
後
二
條
・
後
嵯
峨
・
後

深
草
三
代
の
帝
に
仕

へ
し
人
に
て
、
親
行
の
孫
也
」

巴
見
ね

麓

あ

後
二
條
霊
室

四
條
ミ

後
二
條
天
皇
嚢

深
軣

皇
茜

+
餘
牛
後
三

う
。
又
、
後
嵯
峨
、
後
深
草

の
御

代
に
仕

へ
し
家
ら
ば
、
親
行
巴
同
時
代
な
ム
。
孫

と
租
父
巴
同

時
代

に
仕

へ
し
と

、

い
か
や
あ
ち
ん
。
按
ず
る
に
、
行

阿
撰
定

い
ふ
も
の
、
別
に
原
中
最
秘
抄
あ

う
。
其
文
中
に
「
亡
父
光
行
」
円
み
ゆ
。
こ
れ

に
よ
れ
ば

、
行
阿

n
光
行

の
子
な
め
。
光
行
の
子
、

系
圖
に
、
親
行
の
他
に
、
光
重
・
孝

行
・

宣
行
・

仲
行
等
あ
う

て
、
誰
が
行
回
雪

い
ふ
法
名

つ
き

}

し

か
詳
豕
ら
ね

費
、
も
し
く

渦
親
行
に
て

ハ
あ
る
ま
じ
き

か
。
假
名
文
字
遣
の
岸

沿
親
行
の
孫
某

.
の
記
し
控
る
も
の
に
て
、
相
欠
の
と

を
諱

に
て
も

い
ひ
、
唐
名
に

て
も
ゑ
る
し
、
叉
法
名
に
て
も

假

名

文

字

遘

解

題

三
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書
き
馨

に
て
豪

き
か
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

文
、
本
朝
書
籍
目
録
外
銀
水
原
鈔

の
條

に

ハ

「
親
行

ハ
定
家
卿
の
偉
方
の
相
欠
也
。
假
名
遣
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

者
也
」
巴
見
ゆ
れ
啻
、
是

鴇
藤
原
親
忠
豊
混
b

て
翁
あ
や
ま
う
喪
る
な
る

べ
し
。
　

　
　

　

　
　

㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

}

行
阿
豊

い
ふ
親
行
の
孫
あ
う
し

か
。
親
行
の
法
名
を
行

阿
電
い
ひ
し

か
。
別

に
叉
、
行

同
定
よ
ぷ

}

入
あ
ろ
し

か
。
な
ほ
後

の
攷
を
ま

つ
o

〔
提
要
〕
艶
書
、貯
假
名
遣

に
關
す
る
最
古

の
著
作
な
う
。
そ
の
由
来

ハ
序

に
見
え
売
る
が
如
し
。
但

し

、
附
録

の
こ
書
の
と
、

い
か
な
る
よ
し
の
弛
の
か
、
未
詳
な
ら
す
。

さ

て
、

こ
れ
ら
の
書
に
用
ゐ
控
る
、
端
・
中
・
奧
等

の
名
目

ハ
、

い
ろ
は
う
疫

に
よ
う
て
名
づ
け

れ
る
も
の
に
て
、
其
他

に
も

.
入
丸
秘

抄
に
「
う

み
の
奥
山
書
之
故
也
」
4
費
、

い
ろ
は
歌
に
よ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
　
　
　
　
　
　
　
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　む

な

覧

ゆ
る
協

う
。「
を
そ
れ
」
「
馨

ξ

詈

を
ひ
宴

し
「き
聖

」
、「
書

」
「
こ
を
け
」
、
　

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

知
も
き
L
「
を

も
し
」
の
類
、
何
に
よ
う
て
、
か
く
定
め
し

に
や
、
詩
家
ら
す
。
後

の
こ
の
書
の
ど

を

い
ふ
も
の

ハ
、
四
聲

の
音
調
に
よ
う
て
、
わ
か
ち
し

も
の
竃

い
-へ
れ
費
、
共
よ
し
.
こ
の
書
の

中

に

ハ
、
慥

に
み
於
す
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

'

總
b

て
、
此
書

に
載
せ
だ
る
竃
こ
ろ
、

か
な
つ
か
ひ
の
例
を

示
し
π
る
の
み
に
て
、
其
理
由
を

い

は
ぎ
る
が
故

に
、
全
書
、
親
行
等
の
臆
断
に
て
定

め
だ
る
竜

の
＼
如
く
に
見
な
さ
る
れ
費
、
恐
ら



潔

舳

一　『

く

ハ
然

の
み

に

ハ
あ
ら
b

。
此

書

に
載
せ

だ

る
詞

、
す

べ
て
、

か
な

つ

か

ひ
を

一
定

せ

る

に

ハ
あ

ら

で
、
同
じ

詞
を

、
種

々
の

か
な

に

て
ゑ
る

し
控

る
多
し

。

こ
れ
ら

に
よ

う

て

か
迅

ふ
に
、
當

時

凌

が

ひ
や
窟

き

か
な
を

、
か
き
あ

つ

め
掩

う

も
の

に

て
、
必

し
も

、

こ
電

1
T

く
之

を
取

捨

し

て

　

　
　

　
　

　
　り　
む

蒙

つ
か
ひ
を

藻

に
定
め
ん
叢

雲

苳

り
し
あ

参
る
べ
し
。
羣

ハ
所
謂
、
篆

卿
の
{

合
熱

電

い
ふ
も
の
、

い
つ
れ
に
黙
を

か
け
ら
れ
し

に
や
。

い
つ
れ

に
竜
せ

よ
疑

し
き
と

か
家
。

「
飾
松
歌
道
定
家
冖を
難
せ
ん
輩

ハ
、
冥
加
も
あ
る
べ
か
ら
す
、
罪
を
蒙
る

べ
き
・と
な
う
」
巴
て
、
此

書
も
ま
だ
.
歌
學
の
上
に
て
箔
殊
に
重
せ
ら
れ
て
、
永
く
世

の
標
準

円
し

て
用

ゐ
ら
れ
だ
う
。
慶

長
板
易
林
の
篩
用
集
も
、
こ
の
書

に
よ
う

て
假
名
を
正
し
、
か
な
つ
か
ひ
近
道
抄
、
類
字

か
な
つ

か
ひ
等
の
末
書
も
、
多
く
成
ム
れ
う
。
か
の
契
沖
法
師
の
古
役
名
の
脱

い
で

丶
の
ち
も
、

か
の
學

派
を
く

む
も
の
丶
他

ハ
、
み
な
こ
の
書
に
も

竃
つ
か
ぎ
る

ハ
な

か
う
き
。
古
假
名
を
主
張
す
る
人

も
、
其
證

を
得
ぎ
る
も
の

ハ
、
な
ほ

こ
の
書

に
よ
う
し
こ
、
假
名
大
意

抄
に

い
へ
る

か
も
ぶ
き
に

て
も
知

る
べ
し
。
和
字

正
濫
鈔
卷
五

に
も
「
以
上
依
舊
暇
名
遣
斟
酌
」
電
見
え
控
う
。

讒

の
よ
し
あ
し

八
竜

か
く
・
後
芒

髫

せ
し
と
・
簷

人
な
る
も
の
番

ム
ベ
し
Q
其
中

・　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宀

に
竜
「
を
し
ふ
」
「
を
し

へ
竃
竜
」
、
「
を
は
る
」
「
う
巴
も
」
、
「
を
ふ
」
「
を
ひ
て
巴
も
」
な
愚
見
ね
尢
る

.一

玲
、
や

が
て
語
尾
の
變
化

の
發
明
の

い
巴
ぐ
ち
豊
も
、
家
う
や
ゑ

に
け
ん
。
こ
の
書
の
末
書
を
考

假

名
文

字

遣

解
題

五



銀

嶺
実

字

遘

解

題

山
ノ、

ふ

る

に

、

だ

ウ

。
,

か
家
つ
か
ひ
竃

い
ム
名
の
下
に
語
尾
の
變
化
を
説
き
て
、
漸
次
詳
に
厭
う
し
さ
ま
見
ね

　
　
　
　
校
訂
凡
例

一
此
書

ハ
、
古
板
本

に
よ
り
、
文
明
本

に
て
校
正
せ
う
。
附
録

ハ
類
本
な
き

に
よ
う

て
、
校
す

る

と
能
は
す
。

】
原
本
、
清
濁
黙

。
句
讀
黙

馨
し
。
今
、
讀

者
の
便
を

か
も
ひ
て
、
か
う
に
之
を
補
ふ
。

一
文
字

の
大
小
、
或

八
二
行
に
書
き
或

鴇
傍

に
記
せ
る
類

、
必
し
も
原
本
の
ま

丶
を
存
す
る
・と
能

は
す
。

】板
奮

記
し
碧

書

板
本
、
蒸

器

ゑ

文
明
本
釜

。

礬
鍔

飜

艦

一
同

]
の
印

判

一
本
に
よ
う
て

補
ひ
し
も
の
冖

]
の
印

判

凶
本
に
嫁
く
し

て
板
本
に
あ
る
も
の
。

一
本
書
後
年

ハ
、
板

本
ビ
文
明
本
巴
の
異
同
斑

々
k
し

て
殆
費
校
す
る
に
堪

へ
す
。
假
名
遣
拜
に

文
意

に
深
く
閲
せ

ぎ
る
も
の

ハ

】
々
記
せ
す
。
讀
者
之
を
諒
せ
よ
。
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本

遣

ノ
下

見
事

ト
ア

▼

一

黄

門

ハ
中
納

言

ノ
唐

名

・

'

定
▼家

郷
「チ

サ

ス

よ
り

剛
本

ニ

ナ
シ

　
縦
嚢

漱
ノ
唐
名

一

之

一
本

二

宮
ユ

ブ
ナ

ギ

ナ

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

假
名
斈

農

農

繁
劫
嘘

　

　冖

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

京

極

中

納

言

定

家

卿

家

集

拾

遺

愚

草

の

清

書

を

祕

父

河

内

前

司

于

特

大

飲

助

親

行

に

誂

申

さ

れ

け

る

時

、親

行

申

て
云

、を

6れ

・え

・ゑ
・
へ
②
い
・

ゐ
.ひ
等

の
峯

の
聲

か
よ

ひ
ζ

誤

あ

る
に
よ
っ

て
浜

衛

星

わ

き

が

た

き

事

在

之

、然

間

、此

次

を

も

て
、後

學

の

た

め

に
定

・.ど

か

　

る

べ

き

由

、黄

門

に

申

處

に
、
わ

れ

も

ゑ

か

日

來

叩
重

患

よ

り

忌

事

也
、さ

ら

ば

主

爨

が

所

存

の

分
、書

出

む

て

進

ず

べ
遶

由
、仰

ら

れ

蔓

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と
こ
ムワ

る
間
、大

概

如

此

注

進

之

處

喉

申

所

悉

真

理

相

叶

へ
り

ご
て
、則

合

點

せ

ら

れ

畢

。

然
者
斈

遣
を
宀難

親
行
が
抄
出
是
濫
管

理

行
阿
爨

罰

す

る
に
、権

者

の
製

作

ご

じ

で

眞

名

の
極

草

の
字
を

伊

呂

波

に
縮

な

立

て
、文

字

の
蠏

の

す

く

な

詮

・
い
祝

ひ
●圉

。れ

.ね

.ゑ
●
へ
商

讀

.

假

名

文
,
字

遣

一

●



假

名

文

字

遣

崘一め .
一

一
丁」「,　　　　　」1　「

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の
は
札

　

の

あ

る

に

で

ゑ

り

ぬ
、各

別

の

要

用

に

つ

か

ふ

べ

き
-謂

を

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ワ　

セ
も

●
然

而
、先

達

の

獪

書

漏

さ

れ

た

る

事
血
个
あ

る

間
、是

非

の

迷

を

ひ
ら

.
か

ん

が

た

め

に
・追

て

鶴

郁

の

み

に

も

あ

ら

ず
、更

災

ぼ
や

は
・な

一

か

の

字

等

を
・

新

し

く

ゑ

る

し

そ

へ
畢

其

故

ハ
・ぼ

ハ
を

に

　

よ

ま

れ
、
わ

ハ

は

に

か

よ

ふ

。
む

ハ

う

に

ま

ぎ

る

。ふ

ハ

又

う

に

れ

な

じ

き

に

よ

り

て
・是

等

を

書

分

・て

段

々

こ

す

・輿
艘

、鴨

詞

等

あ

り

ぐ
聯

之

趣

一
本

ニ

ヨ
η

テ
補

フ

い

へ
ど

も
・是

に

で
准

據

す

べ
さ

角

仍

子

孫

墨
磨

勧
懲

之

趣
]

摩

可
神

秘
々
々

歩

　 　 　 　 　 　 ロー
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一
本

、
周
7次
、

序

ノ

必罰

瀏
　

ゴ
ノ
條

テ
見

ア
ヤ

マ
"

テ
宵

來
、
二
入
丸

秘
抄

ト

コ
ノ
魔
Ψ
ノ
異

名

チ

ヨ
ビ

ナ

セ

リ
「
ソ

ノ

コ
ト
・解
一顧
一

}

ユ
ィ

ヘ
ル
ガ

ゴ

ト

シ

假

名

文

字

遣

十 十 九 七 五 三 一

三 一・

う は:4ま い1＼(ね を

■_一一L■ 隔繭卩啣ム_一 胴脚」L一_駒 幽

端 端 端

疲

為
蓄

控

小え
衣

嚢

枝

線

、セ2
得

柄

畿

邊

蕊

邏

經
部

返

入

伊
E

夷
意

異

異

以
悟

る

蒋
保

帆
補

浦

甫

誓
暮

え

ハ
後

等

波

端

葉

牛

ま

頗

宇
夘

得

有

明
胡

苓

　

　
(入
+
九
)

い
　

　
(九
+
二
)

へ
　

　

(八
+
七
)

定
家
卿
ロ
傳

　
(
五
頁
)

(二
十

一
)

　
(三
十
)

西

+
三

)

(
六
十

〉

(六
十
六
)

十・ノ丶　六 　四 　二

わ る ひ ゑ

十
二
む

へ七
+
二
)

十

四

ふ

　
　
中

　
　
中

　
　
中

(八
十
七
)

二 え み を

　
　

(九
+
)
奥

　
　
(九
±

二
)
奥

　
　
へ入
+
八
)
奥

入

丸

秘

抄

奥 奥

ゑ　 ひ

　　 首多 無武 輪z　 威井

奥 黼 概 観 臨
　　 不為　中毒　　　　　　　　話禾H遺 遷

お 鵬 夢㌢ 倭 語爨

搾哲　營縛 雄お

鄙飛　ゑ駕　呼於
比日　惠衛　　尾

邏非　盡會　　馬
肥悲

(
九
十

五

)

假

名

文

字

遣

三

　
(十
三
)

(
二
十
七
)

(三
+
六
)
…

(
五
十
五
と

(六
十
四
)

ハ七
十

一
)

(
七
十
九
)

(九
十

一
)

　

　
　
　

一

(
九
十
三
)

(八
十
九

)lL
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{～ 叩幣周順一鄲ゆ 一

サ…～　}
陟
釐

、
一
本

二
「
活
歴
。汚

驚
釐
」
罫

ク
ル

腎

累
、
一本

青
鷺

ご

3

ク
ル

心}.
版

本

往

為

黙

る

の
時

ノ

肌

ト

の

レ
ナ

シ

一　

を
・緒
・就
・董
　

此

な
也

　

　

　

　

　

　

鯛号

を
み
な

へ
じ
　
女
郎
花
@女
倍
芝

を
に
の
ゑ
こ
ぐ
さ

覊

懿

　

　

　

は

あ
を

オ
づ
ら

ば

せ
我
儘

た

ま

の
を
柳

を

そ
ぎ
く
ら

木

の
え
海
を

れ

を

け

ら

を

・ど
う

を

む

ね

ゑ

を

ん

　

　

、
'

木

白

武
。蒼
木

ガ
ラ
タ
チ
蕀

嚮

薐

艶

話

晩
稻

紫
薙

　

　

　

　

必

・

　
　

防
已

　

芭
蕉
葉

　
　

班
緇

　
　

遲
櫻

　
　
　

枝
折

儀

名

文

字

遘

t

{

　
　
　
　
　
　
　
筒

を

か
つ

あ
じ

崗

辛

く

れ

の
を

も

壞

香

を

ぎ

ム

小

篠

あ

さ

の
を

麻

苧

を

こ

於

期

海
藻
也

　

　

　

　

　

　

　

　

話
虚

あ

を

の
り

矚
灘

.
欝

欝

之

　
　
　
　
　
　
　

キ
罐
望

曾
匂

あ

残

つ
ゾ
ら

あ
を

や
ぎ
　

青
柳

　
或
雛
噸

樂
団

を

が
た

ま

の
本

態

尠

了

雪

の
下

を

れ
　
雪

下
折

花
を
た
を
る

手
折

驍
、窮

噫

2

　

　

　

　

　

　

　

　

　

混

一

.



　
　
　
　
偃

名
文

字

遣

飆

嚢

克
徳

測

た
を
や
か
な
の

覊

畜
钁

盗

3

ら
を
り

　

ご
字

一
本

ニ
ナ
〃
別
本

…

　

ニ
ヨ
リ
補

フ

　 　 　 　 1　　-　 　 -_　　　　P　 "　 }幣

⑳
士
H
本
板
三
T
T

を

き
な

か

川

興
中

郷
興
長

を
亡
で

る

な
に

は
の

浦

押於

照辞…
・,隔一 亀L』咽●

を　 を
た　 ぐ

ぎ　 る
　　 す
惑∠
}ζ

若御1・
　　 栗
愛

宕宕
基

い　 を

は ・の

く

ら

を
の

栖 岩

や

ま

小
野
山
倉

蠑
　　並ほ

を　 を

ぐ　 こ
ら　け
亡　 や

　　 ま

隱
暗
朧

チ

2

多

音
羽
山

を

か

陵岳

鴫

豊1雨

　　靈

　　生
　　 雨

を　 を
や　ひ
み　か

な　せ
き
邃
尽
追
風

つ　た
ヅ　 を

ら　や

を　か
り　 な

　　 の

九

顰
盤
折

文

選

嫐單

騨

　寒

靆 急
な　　　の
亡　　　 う

川　　　ら

音
無
川

小
忌

あ

を

に

よ

じ

な

ら

浦 菁　　丹

　　吉

ご

さ

ご

を
の

を
は

つ

せ
の

や

ま

遠
里 小
小 長
野 谷　　山

ア万
、1葉

よ

を　 を
じ　 ぐ

ほ　 ら
や　や

ま　 ま

小 小
璽 倉
山　山

を
や

ま

ね

を　 を

く　 く

　　露
　　鷹罩

　　叢 置
小 野 ヌ　　　　　露

出 ヨ●ン

田 ム 葺

　　　　　 もき

み
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鸚
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濡
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猪
熊
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御

禊

行

幸

御

せ

い

御
製

く
[
は
]
ん
た

い
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叙
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介
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右
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回
り
・]
　
優

冖
也
]

い
な

砂

稻
荷

い
べ

の

か
み

白
魅

]
魑

　

　

　

　

　

　

ヤ
マ
ノ
カ
ミ
イ
ヘ
ノ
カ
ミ

晒

門守
宅

神
]

假

名
文

字

渕

た

い
か
ん

對

捍

た

む
弛

い

探

題

く
[
は
]
『
わ
]
さ

い

ず

い
さ

う

瑞

相

ゑ

い
よ
う

榮
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榮

嫉
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翻
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潦
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潦
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梦
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懲
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亡̀

妻

干

た

い
け

ん
も

ん
　

待
賢
門

[
い
な

び

か
の
ノ
　
一電
]

入

　

ゐ

・井

宀
居

}
逶

▼・爲
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榮
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.
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献
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猷

杢

ソ
ク

ル

.…

春
鳥
子
.黄
臨

一
本

蝿;

}

・ル
,　
　
　
.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

ゐ

ノ
條

一
本

「
ゐ

曹
の

ム

ー
ミ

も

猪
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叫
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齲
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濃
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齷

に

ゐ
ま

く
ら

新

枕

も
ち
み
お
　
用

庸
『尋
]

葦
や
太

い
ち

み

の
木
　

.櫟

う
な
る
ま
つ

馬
鬣
松
㊧

華

松
置

く

み
な

ぐ
水
鶏

　
『
靉
曲

こ
み
　

木
居

・
鷹
齣
駄

ゐ

の
こ
　
豕

豚

　

　

　

　

　

　

　

　
ぷ
ゐ

み

の

高

の
]
も
ち

い

亥

兄
餅

冖黠

該
]

あ

さ

か

れ
ゐ

[
朝
]
餉

鞴
議

冖簸

]

や
な

ぐ

み
　

鞍胡
箙
・

胡
蠶
。箆

ご

の

み

も

の

・
宿

直

表

山
あ
か
に
す
れ
る
表

山
藍
摺
衣

蟹

つ

み

に

　

つ
い
に
ぐ、
も
　

遂

・終

麟竟

ゑ

み

て

[
お

る

]
　
強

〔
折

]
'

な

・ま

C

ゐ

冖
に

]

「
葱

　

[な

.広
し
び
共
]



な

やき
ま
　み

ろ

バ
　
か
ニ
ナ

甑

噂
視
議

論

さ
け
を

ゑ
み
冖
て
]
酒
強
[勸
酒
]

盲

」
}

ア
甥

　
　
　
　
　
　
　
臼
み
な

か
　
田
舎
冖

鄙
活
]

　
　
　
　
　
　
　
鬥
ま
ご
井

邇
]

　
　
　
　
　
　

百
ぼ
た
く
茜

覊

果
し
の
塁

め
亡
ゐ

冒

奮

幽

盲

…碾
繋

饕

猟畏
…
わ
ら
ひ
そ
黶

ひ
]
れ
ゐ
言

笑

謬
寡

墜

立
居
タ
み

る

居

　
　
　
　
　
　

～

～　

　

　

▽

へ
る

家
居

　
　

亨

が
一

ゐ

畏

取
居

遍
三
実

丁
　

み
て
た

て
ま
つ
る

奉
將

鑿

錦

=…訃

蝿
ゐ
斐

互

杢

『
い
も

ゐ

齋

潔
齋
也
]

『…

羸

鑄

諜
誨

.
弾
"
…
け

み

る

齔

噸
讐

、乾
獣

に

糧

嚢
謬

ッ

み
の
ふ

胃
腑

[
安

き

ゑ
み

る

購

盲

目

『
す
ま
ゐ

聾

『
え

の
ぞ
井
]

〔
ぞ
す

の
ぞ
冖升

　
魑
]

う

み

/
丶

亡

覈

冖
初
敷
]
.

み
ど

こ
ろ
　

居

所

で

み
さ
あ

ら

ひ
　

出

居
侍
冖
亭
侍

]

ま

ご
ゐ
　

圓

居
扇的

居

ゐ

ざ
る

　
膝

行

冖
暦

表
]
　
訃
拠
ろ

み

る

　
艢

[舟
の
釦
ろ
]也
」

【
井

た
け

居

長

]

ゑ

み

ね

瘤

嘱
縮
㌫

さ

よ

ゐ

あ

か

つ
き

寧

曉

よ
び
共

假

名

文

字

遣

五
十
七

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一}　 　 　 　 　 ㍗　　ド　 　 阿一



儀

名

文

字

遣

勅
別
當

ノ
下
遶

上
北
颪

ノ
上
、
一
本
更

二

「
ゐ
ん

し
　

あ
ア
リ

斌
醺
難

壁
隙

…
ス
　

　

"

蘇
墜
釀

㌦触
餐

密
陀
垢
鷙

轆
至

一

五
十
入

艢
み
よ
う
さ
う

擁
瘡

蟹

.
　

み
か
ひ

猫
耳

鶴
野

猷

よ

み

の
そ
う

　
夜
居

僭
一　

　

　

　

　

に

よ
う

ゐ

ん
　
女
院

ゐ
ん

・し
　

院

司
。執
権
.勅

別
當
.上

北
面
。下
北
面

斌
賭
慚
甑
瞰

う
な

る

こ
　

童

子

　

期
鰈
挺
竣
齔
ゐ
を

」
め
三
蔵

,
一
み

よ

り

入

み

に

い

た

る

闘
正
從

一
位

正
四
位
下

…
正
五
位
下

…
正
六
位
下

正
七
位
下

一
正
人
位
下

.
大
初
位
下

正
從
二
位

從
四
位
上

從
五
位
上

從
六
位
ま
.

從
七
位
主

従
人
位
上

少
初
位
上

已
上
位
階
等
也
]

[
一
位
至
入
位
]

正
從
三
位

從
四
位
下

從
五
位
下

從
六
位
下

從
七
位
下

從
人
位
下

少
初
位
下

正
四
位
上

正
五
位
上

正
六
位
上

正
七
位
上

正
入
値
上

太
初
位
上…

一

L



ゼ

璽

十
七
了

1う け ふ

字 らゐ げ
L一ミ の み・

!・もうか

ス吹 らに

　 飯 ふ 一　 浦

け本　 はぬ
　 3丸い 一つ

　 無 の ふ

卜一 中 〃あ

注 ご、名條 す
ス ハ:酥 油 ・

　 一:疑う/ゐ催:二

__

撫慈

蓮↓羅三

菱 了 あ

國 と=か
ニ ノナこ

ア字 の
、1ナ

姦詐
ス …)"

　甲本

く

ら

み
　
位

ゐ

井

罪

の
沓

ゐ

げ
た

井
桁

山

の

ゐ
　
山

方

あ

が
た

の
み
[
・ど
]
　
冖
黙

許

一尸
]

す

そ
[
は
]
『
わ
]
の
田

ゐ
　

縁

輪
田

并
ハ

あ
す
か
ゐ

飛
鳥
并

懲
難

在
之

み
せ
き

堰
[
嬉
]

[
つ
く
ば
の
田

ゐ
　
筑
波
田
井
]

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一本
川

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ホ
チ

　

　

　

　

　

　
一
本
井
叉
川

ゐ
で

の
た

ま
み
つ

　
井
〃出
玉

[
水

]

み
な

み

の
　
印

南
野

　
[万
葉
在
之
]

ゐ
で

の

お

ご
ず
　

井

手
大

臣

一
せ
う
ゑ
や
う
み
の
あ
裟

小

將
井

尼

驫

羅

假

名

文

字

遣

く

ら

み

や

ま

位

山

ゐ
冖
づ

玉
]

韓

そ

こ

ゐ

底

井

襁
中
砂
在
之

ご
き

は

み

　
常
…盤

井

た

ま

の

ゐ

弄

圃甲
斐
國

ニ
ア
"
圜

㎝

い
け
の
い
ゐ

池
械

　

　

　

『

委

か
の
み
ど

田
中
芦

　

　

お
ぼ

る

が
は

　
大
臼
井
幽
門
堰

]
川

ふ
け

る

か
は
　

吹
飯

河

.

み
な

の
　
猪

名

野

さ

か
み

の
人

さ

ね
酒
井

[
人

眞
裾

齢
霙
豊

ほ

う

る

ん
　
法
印

ゐ

ん
ぐ
[
は

み
]
門
わ

い
M
　
員

外
」

　

　

　

l
　
　
　
　
l
ー
ー
H

"
一

　
　
　
　
　
　
一

b目

目
目
ヒ

　

　

　

　

　

　

　

　

五
十
九



権

假

名

文

字
遣

{

一
本
無
爲

ノ

下

二

「
蕗

二
字

チ
ア
チ
キ

ナ
シ
塾

モ
ヨ
ム
し
杢
ア
》

「
叉
鳥

居
障
子

ミ

も

書

也
し
一
本

二
八
「
鳥
居

ε

り

い
し
う

や

し
ε
も
」

ニ
ジ
ク
〃

吾 ほ
二 う

ジつ
クき

,レ一

本

　ほ
　ほ
っ

ゐ
～レ
ま
が
葺

猪
島
崎

　

　

ぎ

み
の
さ
ご

ゑ
み
ん
の
詩

四
韻
詩

　

　
　
　

　

み
ね
う

べ
う
み
ん
　
苗
胤
　
　
　
　
　
　
　
　ゐ
亡
ゆ

み
さ
い
　
委
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
の
・ゐ

あ
み
　
無
爲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
み
で
ら

か
ら
み
亡
さ
　
織

　
　
　
　
　
　
　
　い
糖
ゐ

.、り
ゐ
奪

さ

通
人
障
子

爨

翳

凱

鵬

齔
鍔

紳
齧

の

い
も
み

の
に

は

齋
塲

爨

也
]
　

か
じ
る

σ
み

や

九

　

ほ
③保
。木

製
也
』帆

・穗
[
甫
]

讃

ほ
そ
β

,
虚
空

　

　

　

　

　
い
は
ほ

あ
さ
が
ぼ

槿

　

　

　

　

ゆ
ふ
が
ほ

ほ
う
づ
き

酸
漿
・菩
枕

　

　

　

　
な
ぼ
き

玉
　

　

　

　

六
+

.

　
　
　

起
居
里

委
趣
冖
意
趣
]
『望
曲
]

鷄

栖

撫

・

鳥
居
冖二

　

三

井

・寺

　
圜

城
嵜
也
』

乞

　
　洞方
角
凵

草　

　
　

香

雄

宮

窺

鑿

巖

門
岩

凵

　

夕

顏

・瓢

　

直

木

常
節
在
之

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一　}　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 口唱一}　専一　卿一　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一一一　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 冖}r門　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 囀一}　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一}　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 囀}-P一網㎜　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一}一 一　晴　　　　『　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 -}{喞,　 　 　 　 　 　 　 一　　　一　　"　　皿　需　 　 　 　 　 暫　　曜喞　}　一　一　 　 　 　 胃　　一　　　　,　　屮　　　　　　-　　　噛　一　　　一　 　 　 }　一髄　鱠　　曹甲　 　 　 一　}　 　 　　 -　　　_　　　　　　一調　,P「 一 　　_



O

再

●

;

す
な

ほ

一
本

下

ニ
ア
リ

;

閑
、
一
本
閉

ト

ス

　

粧
、
一
本
小
㍗

ス

　

を

ほ
ひ
ノ
為

版
本

さ

ニ

　

ジ
ク
ル

　

お
ほ
ふ
。へ
・き
袖

ノ
下

一

　

本

「
こ
そ
な

け
れ
」
ノ
五

　

　

ア
サ

士

幽
三
+

八
丁

一 　　　　觸

こ

ろ

ほ

い
ノ

い

一
本

び

ニ
ジ

〃

〃

旬

一
本

「
勅
畿
」
ト

ス

み

さ

ほ

に

ノ
下

一
本

「
も

て

つ
け

て

〕
ト

ア

コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善　

ワ
9
な
ほ

淳
直
り

　

　

　

に
ぼ
.、
り

鸚

黝.鳰
.閑
水
鳥

海

肇

窿

一

驚

彫
鏤

霧
]

さ
ぼ

棹
臻

[舞

　

　

}

壼

ぼ
た
か

白
鷹

　

　
。
　

　

あ
け
の
ぞ
ほ
ふ
ね

緋
粧
舟

靉

里

ま

ぼ

に

も
入

に

冖
直

帆

入

]

前
脳
齢
し

を

ぼ

ひ
　

貔

冖
ハ
チ
マ
キ
レ
・
△

ま
こ
ぼ
の
衣

『譜

㌦

間
遠
衣

[蕩

、
、
ぼ
の
ぼ

[炎
靨

飯

お
ぼ
ふ
べ
お
袖
　
可
覆
袖
　
　
　
　
　
お
ぽ
じ
　
多

　

　

　

　

　

　

　

カ
ダ
ク
ナ

か
た

ほ

夛
欝
、
元

　

　

・
　

　

ご

払
こ
ぼ

る

日
渟

]
濡
し

『
た

れ

こ
な

く

か

ム
る
お
繧

み
に
ま

が

玉
ら

む
　
瀞
礑
嶮
弘
瀞
鑢
薗

　

　

　

　

　
一

　

　

　

　

　

　

　

　
罷
め
く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
甲
」
お
り

お

ぼ

け

な

亡
　

講

丿

氣

7

ご

玉
の

ほ

る

　
調

5
悠
勲
[
整
…]

か
ほ

る

冖
香

]
匂

・薫

こ
ろ

ぼ

い

比
・旬

護

譱

]

よ

そ
ぼ

ひ

粧

こ
ぼ

る

マ㌧
幽

　

通
日
逹
]
徹
・融

に

ほ

ふ

粟

餅
ひ

匂

冖
萄
]

い
き
ぼ

ひ
　
勢
門
威

]
　

　

　

　

、

う

る
ぼ

o

潤

冖
濕
]
騫

み

さ
ぽ
に

『
心
]
操

冥

へ
れ
ろ
心
晶

假

名

文

字

遣

_墅轟

ノ 、

十



ゆ

假

名

文

字

遘

_【軸
!、

十

甥燗"擢

蠶議 購皇諜鬻鑼

灘農繁1

　

末

ハ
樂

ノ
草

ヲ

ア
ヤ

マ

　

レ
ル
カ

　{　
仙奄
、
一
本
山鷹
脚ト
・
ス

}雨

の
そ
ぼ
ふ

る
　
爾
細細
降

そ

ぼ
ち

け

り

滋

ぬ
る
、
心
也

か
漆

ぼ

　
竡
一牛
(
　
か
斗、也

か
ぼ

ば

せ

　
輿

[
容

]

〔
な

ぼ
入

　

直
入

　
　

　

.

こ
ぽ

る

の

お
ご
ゾ

融

大
臣

.
お

ぼ

こ
の

曝
せ
ん
じ

　
…關
臼

虚貝
旨

.
そ
こ
ぼ
り

ひ
め
　

表

通
姫

、
黔
ぼ

ミ

ね
り
れ

う
　

大
舎

人
寮

鬲

わ

う

か
ん

ご
ぼ

り

滞
艨
撫
欝
論
ア
"

お
ぼ

く
ら

ゑ

や
う
　

大

藏
省

『
お
ぼ
あ

ら
き

の
杜

の
下
草

　

悒
靺
森

お
ぼ

こ
の
み

　
大
宿

直

[
ゑ
ぼ

る
袖
　
凋

袖
]

か
磁ば
　
顏
内
灘
◎

か
ぼ
あ

か
む
　

魁

怩

ま
さ
り
が
ぼ

『
無
霜

趨

勢

た

さ

ぼ

ひ
め
　

佐

保

姫

お
按

ろ
月
冖夜

　
朧

翰月
夜

お
ぼ

や
け

公

お
ぼ
ぢ

祖
父

お
ぼ

き
み

つ

か
さ
　

正
親

司

]
『
お
ぼ
ば
の
な

か
の
べ
大
場
中
邊
鶸
魑

お
ぼ

は
ら

や
を

む
ほ
日
山
M
大

原
小
壇
『
山
]

　
]

　
　

山
田
も
る
か
り
ぽ

山
田
守
假
菴

も



　 　 調曜}削b'　 齟、一曲卩濃.卿_L断曽・φ一 回　 一'軸 上吟一

こ
入

、
一
本

再

入

咄淵
ジ

ク

ル⑧
三
十
九
」丁

捨
悶溟

一
本

[溟

渤
]
ト

ス

{　
さ
ほ
し

炉
E
下
西
館
豊

本

ニ
ヨ
ル

大
路

ノ
條

一
本
「
御
路
口

本
紀

大
路

万
葉

」
塾

ス

■
鉛
ほ
ぎ
ま

ち

　
正
親

町

　
家

路
名
幽

門
労
ぽ

あ
ら

き

の

も
り
　

邑
樂

森
]

.
い
ね

の

か
り

ゑ
ぼ
　

稻

刈
入

ゑ

.ぼ
が
ま

の
浦
…
　
・櫨
竈

.浦

も

む
ぼ

藻

壇

う

〉レ
ぼ

潮

お
ぼ

う
み

濾
溟

冖
さ
ぽ

じ

か
　

蝿
灘
"
　
牡

驥
]

鬥
も
よ
ぼ

す
　

催

]

鷺
ぽ

か
は

の

べ
　

大

河
邊

さ
ぼ

の

か
ほ
ら

　
佐

保

河

原

み

ぼ
の
松

は
ら
　

三

保
松

原

お
ぼ

ぢ

大

路

假

名

文

字

遣

一
ゑ

ほ

一
τ

ほ

　

一
入

二
人

、

お
ぼ

つ

の
う

ち

[
い
]
で

の
は

ま

麟

槲打

・　

　

　

　

　

.
　

　

　

　

『
盈
イ
]

ゑ
ぼ
み
ち
く
れ
ば
　
墟
滿
來

か
た
ぼ
な
み

謬
錬
偽
㌦
　
瀉
保
波
」

　

　

　

　

　

　

　

　

『光
イ
凵

に

ぼ

て

る
海

潮

照
海

い
か
ぼ

の
ぬ

ま

　
伊

香
一保
沼

黔
ほ

よ
ど

φ
う
ら
　
　大
一淀
浦

臼
ゑ

ほ

で
　

靺

⑱韆

鞍

　
鞍
也
]

目
す
な

ぽ

　
直

碗
撫
肘
㏄
"
]

お
ぽ

ゐ
川
　

大
堰

川
・大

井

河

　

　

ら

み
ぼ

さ
き

　
冖
美
U
『
見
U
保

崎

冩

雲
甅

ひ
え

の
お
ほ
た
け
・　
比
叡
一大
毘
高

密
ぼ

え

の
あ

そ
ん
　

大
江

朝
臣

六
十
三



ト

つ

暴

露
幽
静

豊

壅

}1

≧

彗

挈

ζ
筵

織

こ

ミ
く

』

こみ
・一 し

オミ1ま

シ し

ほ

の

こ武

さ

冫

飜 　 聾
し 賦:.俸　 　 .本　 　 　 氏

ス大下 　 　 鳶

甞二 　 　 彡
官本 　 　 　～レ
大二

腎7丸 い お ふ お

蔭鏘 秘 剣

雑嚢 創
所禁

薦中'

也 の
一

門
や

ゑ

ほ
の

ひ

さ

こ

椰
子

一

る ぽ う

ま 藤 ぢ

毒搬
　 鱗 姓

假

名

文

字

こ 草 梦 う お

総 掘!劃
　 　 ぼ ぼ 物 も

,馴 す1び 尖 酬
凍 畷 う 制 、
　 　草 　 宇 ぬ/

　 菴査覆・蝋

　　　撚 毒
　 　 　 　 r黒

　 　 　 　 艫廿 主}

,

暴
、板
本
慕

ニ
ツ
ク
ル

　

一
本

白
川
の
み

つ
わ
く

　

む
ま
で

ノ

下

二

「
老

に

　

け
る

か
な

」
ト
ァ
リ
、
三

　

輪
組

ノ
下

「
老
入

ノ
腰

.
カ

も
ミ
チ
左

右
膝
カ

シ

　

ラ

ー
ノ
頭
已

上
三

マ
ロ

蕪

謹

潔
し稔

ヅ
カ

　

う
ら
わ

炉
み

ノ
下

一
本

　

[
れ
よ
σ
に

一㍗
ア
訂
・、梗

　

若

一
本

[裏
若
寢
吉

鈩

　

戦
力
物
騒
開
畑調
也
し
ト
ス

渚

　

わ

齢
輪

霊

峰
豊

倭

⑳
和

④
乏

呈
画
『
棺

.金

丹

入
環
袈
艦
他
生
・關
東
・貫

木
]

の
わ
き

　
野

分
冖
風
]
暴
風
…
　
　
　
　

　
[
の
わ
さ

の

か
巷
　
慕
冖風
]

さ

わ
ら

び

　
早
山蕨
　　

　

　

　

　

　

　

す
ま

の
う
ら

わ

　
須
磨

浦

輪

ゑ

・窪

の
く
ま

わ
.

嶋

隈
輪

　

　

　

　

　
す

老
わ

の
た

み
　
縁
冖輪
田

井

白

川

の
み

つ
わ

く

む
ま

で

三

輪

組

う
ら

わ

か
み

杪
若

霧

渤



.目

㊥
四
十
丁

ム

敵

わ

ぬ
以

下

六
語

一

本

二

割
リ

テ

ナ

ギ

ナ

フ

,

　

わ

た
る
以

下
十

二
語

　

本

ニ
ナ
シ

气

み

わ
さ

が
弛

じ
　

難

見
分

か
た

わ

も

の
　
片
冖論
者
門
霜
ハ者
H]

か
な

わ
　

鐵

輪

『
鑵
]
　

　

.

ゑ
わ

さ

爲

ゑ
わ

び
ぬ

仕

侘
畢

門
ゑ
な

わ
肱
　

繩
]

曰
い
わ

岩

]
　

　

　

　

・

漏

わ
く
ら

は

纔

リ
ン
カ
畠

ひ
わ

つ
な

る
人

　
[
弱

]
霊

字
可
勘
之
]

ゑ

ん
わ

う

親

王

[
わ
た

る
　

一早

度
]

[
こ

わ

」π
る

・が
ね

二
戸
一旦
・溝
竺
旦
]

[
わ

ら

は

べ
　

童

部

]

假

名

文

学

道

た

わ

っ
け

て

髪

『美

わ
?
丶
ろ
]
」

車

の

か
た

わ

　
草

片
月輪

ひ
わ
り

逢

檜

破

子

こ

ご

わ

ざ

諺

[
事

]

き
び
わ
な
禹

ぼ
ど
偏

稚

劉
巍

臼
あ

わ

泡

水
-
崑

『
あ

わ

ゆ
き
　

淡

雪
]

『
わ

び
び

ご
　
{花
入

]

わ

ひ
ご
　
我
人

　
黐
申
抄

　

　

　
　
ポ
み
や
う
し
ん

み

わ

の

か
み

`
三

輪
『
明
]
紳

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

一

[
わ

・π
藷9
　
渡

]
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

[
の

さ

ま

へ

辨

・弁

]

・

[
の
太

く

～
レ
　

私

]

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

一

　
　

　
　
　
　

　
　

六
十
五



六
十
六

一
本
蜜

半

、
粂

葉

ト

ス

」
本

「
め
ば
⇔
き
若
沫

雪
日
本
紀
,沫

雪
万
葉
」

ト
ア
リ

⑧
四
十

一
丁■

[
わ

・し
の
み

ね
　
鷲

嶺
口

[
わ
け

は
あ

く
　
分

省
]

[
わ

か
れ
　

別
]

†

一

よ

は
　
夜

牛

い
は
ぼ
　

巖

【
岩
]

}　

　

・

あ

は
雪

　
沫

雪

　
万
葉
在
之

に

は
た

つ

み
　

潦

に

は
　
庭

・塲
⑪耀

ふ
じ

の
な

る
さ

は

み
ぎ
は

訂

す

は
ま
　

酢
漿

・洲

濱

冖
わ

か
さ

の
く
に

　
若

激
闘國
]

[
わ

か
つ
　

分
]

[
わ
ち

が

へ
　
輪
逹
]

は

・波

.憲

署

幽

ハ
『人
出

筆

盤
謹

雫

・端

・葉

富
士
鳴
澤

深
蝉

い
は

『い
わ
共
】
磐

若

い
は

や

[
屈

]
窟

あ

は

『あ
わ
蓋

沫

泡

・嶇

『
淡

]

に
は
び
　
燎
[庭
火
]

さ
は

澤
皐

隰

ひ

ろ

さ

は

の

い
け

　
廣

澤

池

」

な

は

て

　
畷
・阡
・陌

か
・レ
は

-柏

・懈

　 　 　 　 _　　　　　.　一ヒ　　響　 　 　 一　一　　　　一　,■一　　　　　,　　　　　　　}　　舮

一

　



岩
、
一
本
嬖

ジ
ク
ル
　

い

は

.こ
が

亡

は
　

岩

戸

柏

朴
柏

一
本

二

厚
朴

ト
ス

　
　
　
　
　
　
　

『
こ
の

で
が
亡
は

・
見
手

柏

、
、
の

て

か
し

ほ

一
本

ニ

ヨ

ル
　
　
　
　
　
　
　

か
[
に
]
は
善

く
ら
　

樺
櫻

　

礪

波
挽
ノ
下
露

鑄

喜

は

ね

蘗

鑓

纛

鑽

校

具

墜

に

枝
撓

[セ2
た
の

は
む
也
]た

ク

ル
　
　
　
　
　
　

、
あ

は

粟

　
　
　
　
　
　

・
海
象

は

　
蓴

　
『

謎
弛
也
]

　
　
　
　
　
　

.
な

は
　

繩

・索

南
縲

]

　
　
　
　
　
　

一
た

は
ら

俵

　
　
　
　
　
　
　

か

は
　

皮
・軍

門
丘
]

麺
一本
目餅
]ト
.　

.一
む
ぎ
な

は
　

索

麺

　
　
　
　
　
　
　

う

つ
は

も

の
　

器

郵

愬
旨
、妙
㎡
遊
ガ
　
ゑ

は
あ

き
'

欽

嗽

ト
胚
ト

　
　
　
　
.

　

　

　
假

名

文

字

遣

[鶴
諜
]

、
ぼ

う

が

・レ

は

藏
韈
静

養
茶
]

朴
柏

よ

か
は

の
す
ぎ

　
…横
川

杉

　

さ

す

は

う
　

蘇

枋

た
ま

は
ム
き
　
玉
箒

　

渤
灘
軋
礎

あ

は
な

へ
　
禾

粟
の
な
へ
也

か
く

な

は

掻
繩

つ
る

べ
な

は
　
硬

く

は

鍬

【
鐔

]

び
は

琵

琶

か
は
ら
け

　
土
器

う

は

じ

き

鞍

褥

〔穏

謬

〕
・

つ
ば

き

唾
・淫

六
十
七

　 　 　 一　 ===='豊}===二=　 　 　 　 　 　 　 　 ⊥_　 　 　 　 　 　 　 一一　 　 　 　 　 　 　 一　曹　　一　 　 　 　 　 　 {　 　 　 　 　 }r一
　 　 　 　 {　 　 　 　 凵　_{　 　 　 一一　 　 　 _　　,　T〒}噛m　 　 }　 　 一一　{　 艪一 一`　　一　　　　.　一　・　『　 冖　 　　　ロ}　 　 　 　 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　}　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　馳　　　　　-　 　 　 {一 　丁一　亨　　冒　n　 　 一　　　一昌　　冖　}一　噂　,一喝皿

T　一一 　　丁　一　　一一 ■卩



假

名

文

字

逡

六
十
入

障

碍

礙

一
本

「
月
永

、
女

入

也

」
ト

ス

　

　

　

　

　

〆

瘧

病

一
本

「
キ

ヤ

ヘ
ゥ
」

ト
假

名

チ

ジ

ヶ
、叉

「
店

チ

コ
リ

ハ

ラ

ハ
ヤ

ミ
し

.

㍗
書

キ

ソ

ヘ
タ

リ

女

一
本

妻

ト

ス

〇

四

+

二
丁

さ

い
に

い

一
本

[
さ

い

に

び
]
ト

ス

矜

一
.本

[
慢

]
ト

ス

阻

一
本

[
怛
]
ト

ス

さ
ほ

る

の

正
字

　

一
本

「
陪
嘱
礙
一
,旦
寸
回

し
ト

ス

「亀轟け膚釦』b騨噛的輌噸一一」

～

聾　
ア經周
可癒章

　　ラ～　　
ハ ド

ル'一 一4

ト本
宅「
し法

ト華i

　

　

　
　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

づ

`
さ
'は
り
　

障
・昇
.礙

　

　

　

　

　

　

　
は

玉
　

母
・癡

わ
ら

は
　

童

門
男

。童

女
]
　

　
　

　

　

わ
ら

は

べ
　

振

子
・童

部

わ
ら

は

や
み
　

瘧
病

騒

輜
磁
鴕
]　

　

み

か
は

ぴ
ご
　

御

河
人

、
[物
,ぴ
都

う

は
な

り

　
彼

女

　

　

　

　

　

　

　
　
ゑ
は

玉
ゆ
ひ
じ

　
㎞騨

の
》レ
あ
は

び

　
熨

斗

鮑
『
伸

蚫

]
　

　

　
あ

は

び

　
鮑
②鰒

[
石
・决
明
]

さ

い
は

い
　
幸
。隔

『
裕
]
　

　

　

　

　

わ

さ
は

ひ
　
実
・鍋
甲
鉄

」

あ

は
れ

む
　

憐

・愍

・矜

　
　

　
　

　

　

た

は

む
　

撓

・鰯

・娜

[
梟

]

あ
は

む

る

阻

是

認
在
之

　

　

あ

さ
は

る

紀

冒
本
紀
在
之
]

た

け
な

は
な

る

酣

　

　

　

　

さ
は

る
'
障
卑

・礙

ま

じ

楓

る
　

交
・雜
『
接
・錯

]

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

§

は
ま

る

[
極
]
窮
。鞫
・究
・曙

改
善

谷
攤

]

、

い
は
け

な

亡

稚

　

　

　

　

,
あ
は

一

・し

.黙

々
]
冖
金

敷
]

あ

は
た

ゾ
亡
　

周
章

　
　

　

　
'　

　

に
ぎ

は

熱
心
　

饑
…冖
贍
]

藍



e

、

、

一
=

!

謾

一
本
漫

ニ
シ
ク

ル

版
本
六

～
に

し
チ

敦

、

ら
し

ニ
ア
ヤ

マ
ル

改
以
下

五
字

一
本

二
曹

ル
言

語
詞

辭

一
本

「
調

辧

㎝責

」

㍗

ス

わ
く

ら

に

く

れ

に

ビ
リ

「

】
本

ニ

ヨ

ル假

名

文

字

遘
[
あ
は
る

蠖
]
　

　

　

　

　

う
る
僻

し
・
麗
宀
麓

華

み

海
の

が
は

亡

狼
籍

。謗

・妄
・猥
〔
濫

]

こ
は
亡
　

強
・剛
⑧健

『
勁

]

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

=

た

ム
は

亡
　

嚴
、重
[
崇
]
　
　

　
　
　

[
や
は
ら

ぐ
　

柔
⑳和
・軟

・樊
・穩
]

く
は

亡
[
く
]
　

委

臼
曲

、委
細
]

、　
　

た

ま

き
は

る
　

玉
尅
春

　
命
の
終
也

さ

は

や

か
な

る

総
捲

%

爽

正

鰐
鮫
]

か
は

る

代

・替

門
改
・易
・換
・博
・更
]

【
や

は
ら

ぐ

鞣
舗
。勵
。蟾
』

.
た
つ
さ
は
る

携

　

　

　

　

あ
ら
は
な
り

限

外
巓

露

]

に

は

か
な

り
　

卒

余
・頓
・俄

　
　
　

　
　
ま

ご
は
す
　

纒

穿

選
一菖

・あ
ら

は
す
　
彰

。表

、露
、顯

面形
[
姪
・現

]

ご
り

ま
は

す
　

取

廻

か
よ

は
謝り
　

通
　

語
誌

誹
　

　

　

　

　
あ

は
卍9
　

合
、井
。併
・勠

こ

ご
ば
　

言

。[
語
}
詞

・辭

　
　
　
'　

　

こ

ご
は
り

埋
門
裁
]
[
處

斷
]

凛
粽

薗

厨

く

ら

は

邂

逅

遊
仙
窟
]
　

　

『
,乱

れ

は

ご

り

嫉
糶

磐

也
岬

く

は

炬

つ

舎

跂

]

　

　

　

　

た

は

ぶ

れ

戯

『
嬉

]

詮

ふ
〃。
さ
、
も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

～

一
!
f
～

ー
ー
ー
1-
f司1一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六
十
九



'

椴

葱

丈
・字

遣

犀
†

"二 』 ∫

_

一
⑱
四
十
三
丁

茅
薬
屋
破
祚

一
本
千
磐

破
罅

岩
瀬
浜

一
本
石
瀬
壮

一
本

十

一
蠶
月

ノ
下
「
臘

月
・走
馳
。師
馳
」
U一
シ
ク

ル

一
ひ

か
り

路
そ
は
ぬ

わ

が
身

な

り
け

り
　

[
光
]
不

添
[
吾

身
]
　
鰐
↓鎌

騫

遣
懿

器

穂
綿
霜
鍛
妙紮

う
は
が
き
　
表
書
　
[紋
齣
錚

　ち
は
や
ふ
る
神

茅
葉
屋
破
紳

か
は
や
　
厠
・國

あ
は
た
ぐ
ち
　
粟
田

口

窩
補
萄
瓢
鑷
森

ご
き
は

み

　
常
盤

井

【
す

は

の
み
つ

う

み

　
諏

方
湖

]

ゑ

は
す
　

十

二
月
・師
走

冖
か
は

せ
う

よ
う

・
河
逍

遥
]

　

■

蘰
鴇
蕁

雀

　

　

獄

釁

、鬢
、
=

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

;

あ
は
つ
の

粟
津
野

　

　

　

}

こ
は
た
や
ま

木
幡
山

　

…

を
桑

は

翕

河

　

　

　
[
ぴ
は
の
・き
　
枇
杷
木
]

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

{

O



㊥
四
十
四
丁

叨

木
叩

假

名

文

字

十

一
一

む
}。武

。錘
禦
げ死
人
.」舞
ぜ
牟

む

べ
や
ま

か
巷
　

宜

山
風

『
む
ち

鞭

]

…
む

べ

宜

融

硬

目
諾

霤
鮪
兜

.
む
も

れ
ぎ

埋

木

…
む
ば
玉

の
よ

る

薬

ろ
む

[楚
]寢
罨

…
さ

む
む

寒
宀
冴
]

一著

つ

か

る

叨

[人
の
な

く
事
也
]

　
む
ま

れ

っ
き
　
生

得

『

ま
こ

調
謎

、

孫

5

寒

論

業
物

…
港
　
　
　
　
　
　
一
　
一
、…

　
　
　
　ー
ー

烏
羽
玉
夜
鳥

[
羽
]
玉
[墨
]
白
黒
玉
]鳥

珠

[
ま

こ

共

云
]

う

ま

き
『
物
]
ε

も

む
べ
㌘
る
か
な

宜
哉

臼
む
ち
う
ち
て

策
]

む
も
れ
み
つ
　
埋
水

む
も
れ
た
冖
る
]日
り
]
　
仕
朋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔飜

"
]

む
ば
ふ

奪

む

ま

る

『器

]

4一
、[
産

]

[纛

]

む

ば

祗

母

、,
に
共

む

ま

亡

『、つ
ま
辷

、
も
]

む

め

ぼ

亡

　

烏

梅

・梅

干

」

む

ば

ら

荊
蕀
]駸
。蕀
.輳
.剥
。養
.舊

　

　

　

　

　

　

　

　

七
十
一 美

・旨

・甘

熟

　 　 　 _　一 　}　　　,　 　 一 一騨　　　P　 …r一 一　}一}印
{



　

　
　
假
帳名
文

字
遣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
二

都
ハ郁
ノ
誤
　

　

　

む

べ
　

『、・
へ
.、
幽
　

冖
都

子
]
臼
郁
子

]
　

め

む
ま
　

牝

馬
霹

『
驩

]

　
　
　
　
　
　

へ
む
な

ぎ
鱚

冖
鱆
・鰄

]
臼
魚

順
和
名
鮮

魚
・鯱

』

む
ま

ぎ

滋
　

冖
馬
衣
]
薦
被

門
褐

]

警

饕

耽
婁

驫

]
　

　

案

ひ
閹
人

諺

誤
り
.
.ノ
ナ
息

ま
く
は

馬
權

水
定
]
　

　

む
寒

の
苳

驛
長

『聖廟
御
作
在
之
]

　
　
　
　
　
　
書

案

ね

藕

羅

　

　

婁

～
彡
亡

董

　

　

}

　
　
　
　
　
　

障
む
ま

や
ぢ

驛

路

　

　

　
　

む
ま

や

厩

竺

本
刷
夛

ク
ル

か

ま
き

臼・・
ま
哥
、
.、
ム

牧

　

　

　
む
ま

は
た

く

る

馬

験

『馨

也
』

　
　
　
　
　
　

.
む
ま

ひ

る

馬

煙

　

　

　

　

む
ま

ひ
ゆ

馬
克

署

】

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
「

　

　

　

　

　

　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
}+
三

、り
罷

卯
器

機

造畢
.に
炉よ
ふ
也爾

鵜

　

　

　

}

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

[
溟

海
]
鬥
同

上
⑳荒

海
]
　

…

　
　
　
　
　
　

一
あ
を

う
タ

ば
ら

滄
溟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら

う
み

　
　
　
　
　
　
{み
つ
急

翼
水
琶

　

　

　

　

　

　

鹽
　

・

　
　
　
　
　
　

画
よ
じ
の
が
は
]
瀧
の
か
う
ち

　

日吉
野
川
羈

河
内

[吉
野
奮



、

やほ
うう
ほり
つや
会 う
法_
一本

一

り

1
鬱
四
十
五
丁

「

㌧

こ
う

ば

い
　

紅

梅

く

は

ん

さ

う

　
萱

草

『わ
す
れ
草
地
凵

か
ら
う
亡

苧

『鷺

菱

探

か
れ
う

び
ん

が
　
迦

陵
頻

伽

か
め

の
こ
う

畿

甲

}
め
う
亡
　
殍

　

　

　

　

　

盗
『

め

う

こ

際

牛

[鰰
貔

〕二

て
う

『
翕

]
[
帖

㊦疊

]

　

高

飛

上
]
　
伊
勢
物
語
往
覆

て
ん

ゑ

や
う

天

井

ぴ

や
う
あ

屏
風

[
十

]
で

う

帖

『双
紙

の
写

豊

門
疊

]

　

　

　

　

　

　

　

　

　

[
炉
も
う
り

也
]

ご
う

が
う

　
冬

瓜

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四力

b
ウ

リ
凵

ほ

う
り

ゃ

う

・
法

令

ふ

よ

う

芙

蓉

ふ
く
ろ
う

梟

燕
襲

こ

う

鵠

あ

め

う

亡

黄

牛

こ

う

む

犢

へ
う

豹

し

ぼ

た

る
た

か

う
『
こ

び
團
あ

が

る

　

　

}
ビ

臼
螢

ゑ

や
う
e
　

障

子
門
床

子

]

て
う
亡
　

銚

子
　

甲

提
豊

か
こ
う
　

蒜

卦
ふ　

金

具
　

諾

い
毆

ら

・へ,・そ
く

蝋

燭

　 　 　 　 　 　 　 一 一　 　 　 　 　 　 一一　 　 　 　 …　 　 　 一…　 ,一一男

假

名
文

字

遘

七
十
三



'

假

名

文

字

遣

七
十
四

「

,

引

馬
璽

碼
鋪
石
也
』

　
　
　
　
　
　
　

・
ゑ
わ

う

雌
黄

籌
購渤孺』謙
「源貰
鋤

a

鞴

健
噸

…
　

　

　

ぴ

は
の
こ
う

琵
琶
糟

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ

リ…=

木
琴

凌
二
峯

ル

か
う

れ
う

さ

ん
　

廣

陵

散

薬
名
也

=

　

錚

あ
り
韆

]罌

[.
ふ
り
雌ハ]

ー

ー

"∵

駿

般

総

綾

[衣
の
類
也
]

　
　
　
　
　
　
　

一
こ
ろ
も
臼
を
]
ふ
る
う

振
衣

=　
　
　
　
　

冖
べ
い
ゑ
う
　
【
陪
]
冖倍
]
從

・…
　

　

参

一

の
せ
ち
[
ゑ
]

『す
-
一

』

　
　
　
　
　
　
　
蒼

う
じ

猟
師

　
　
　
　
　
　
　

厂

あ

う

ゑ

や

,氏

鍮

石

か

う

そ

り

、剃

刀

　

写

み
騨て
り
き

ね

う

は

ち

　
鋳

[
鉞

]
日
鉢

]

ほ

う

き

ゃ

う
　

方

磬

れ

う

わ

う
　

陵

王

　

[唐
の
王
つ
名
也
]

あ
な
た
う
ご

[穴
貴

以
蠣
蟹

難

蹲
齷

た

ま

の
か
う
あ

り
　
玉

発

け

じ

ゃ
う
す

る

假
粧

[
化

湟
]

ろ
う
さ

う

　
緑

衫

[
線
　遽

]

く
[
は
]
『
わ
]
さ
う
色
の
は
か
ま
　
甍
草
色
袴

相

撲

節

目
會

]

れ

う

・亡

料

紙



@
四
十
六
丁

彊芙大
　 　 カも

鬱
二 つ條

i姦

本

本

ナ
シ

ゑ
う

、こ
　

舅

・阿

蓊

い
も
う

ご

妹

[
婦

]

ざ
う
り

草

履

た

う

さ
さ

犢
鼻

褌

ふ

ね

一
そ
う

舟

一
般

す

は

う

蘇

枋

御

ざ

う
亡
　

御

曹

司

を
う
し
か
う
ち
の
み
つ
ね

も

ん

に

ん

ぎ

さ

う

こ
ま

う

と
　

高

麗

人

よ

う

こ
う

用

途

う

な

つ

く

は

う
あ

る

葬

　
凡
河
内
躬
恒

文
入
擬
生

冖襯
紙
]

冖
倡

顧

④頼
]
領
『
状

]

假

名

文

字

遣

ゑ

う

ご
め
　
姑

を
ご
う
ご

弟

『贊

諺

講

論

鬻

や
う
じ

楊

枝

」

ゑ
た

う
つ

襪

[
子
]

ま

う
け
・の
き
み
　
儲

君
価
春
…宮
]

[
柿

本

の
ま

う

ち
ぎ

み
　

柿

本
大

夫

]

大

が
く

れ
う

大

學

さ

う
に
ん
　

相
人

あ

な

う
ら

附
・趺
・蹠

や

い
こ
う
　

灸

[螽

か
}
ぶ

る

蒙
冖
被
]

あ
な

う

め
　

穴
倦

目
　

[古
今
在
之
]

あ
苳

な
ゲ

無
爲

月齢

無
道

繰

　
　
　
一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
五

、



/

假

名

文

字

澁

七
十
六

　 　 　 　 "」一　 　 　 酬り　 　 層一　 L曽塵一　岡田,～_L

㊥
四
十
七
丁

む
く

つ
く

け

う

蠢

け

[
玉
]
ゑ

う

冒

、
し
、つ幽

賢

鬥
い

こ

い
た

う

叢

煩

]

す

げ

な

う

無

人

望

て
う

つ

　

手

水

め

ざ

ま

ゑ

う
　

冖
取

煩

]
【
見

覺

草

]

う

れ

亡

う
　

[
嬉

]
怡

・歡

・喜

　

　
　
　

　
　
　

『ク
タ
く

シ
キ
M

く

拠

～
丶

じ

う

う

む
じ

入
給

う
　

臼
慍

]
[
混

入

]

ま

じ

な

[
い
]
た

ま

う

獪

髷

な
つ
か
じ
《

す
]

假
顏
鬱

眤
・懷

か
つ

へ
こ
う
じ

た
り
　

飢

極

あ

や
う

じ
　

危

[
げ
]
『
を
]
ゑ
う
　

下
習

い
ご
象

う
　
音

信

【
さ
う
窒

て

旦
鹽

心

う

っ
く

亡

う

心

嚴

ま

う

く

設

・儲

　

、

う

れ

は

じ

う

方
懸

こ

の
ま

ゑ

う

　

好

【
細
]碎
・石
竹
『金
錢
何
]

　
　
　
　
　
　

欝
難
之

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

[源
氏
に
も
ま
也
]

　

　

　

　

　

遊
仙
窟
冖在
之
]

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『源
氏
物
語

ニ
ア
リ
凵

　

　

　

　

　

　

　

　

ゑ

う

ね

じ

　

張

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『ア
レ
ハ
タ
ソ
ヒ
ア
ヤ
ウ
シ
』

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『秦
始
皇
本
紀
也
]

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
う

み
丶

む

寂

ひ
あ
や
う
亡
誰
何
火
夜
行

ご
襯
曙
弥
舮
L

『
　 ㎝一貿



一別
本

「
寂

.寂

莫
」
ニ
ジ

ク
ル

一
本

れ

う

り

ト
に

う

ち

や
う

ト
チ

一
條

ト

ス

一
本

つ
ほ
・つ
り

や
う

法

令

]

ト

ス

さ
う

さ
じ

麻

【
寂

]

も

の
う
む

　
同
情

]
懶
…[
惓
]

そ
う

じ

て

惣

[
撼

]

ぼ

そ
う

立

て

細
纎

や
う

や
く

漸

こ

う

[
～

山

鼕

門
々

]
[
つ
、
み
の
聲
也
]

ふ

た
う

な
り
　

不
當

『
也

]

せ
う

そ
く

淌

息

旻

集
ニ
ア
占

は

う

ち

や
う

　
包

丁

…
な

ん

こ
う

　
難

[
刧
]
『
功
]

.
ゑ
ん

さ
う

心

操

べ
、
う
ゑ

い

[
苗
英

]
苗

裔

円
く
は

う

光
]
　

　

　

　

・

か
ら

う

じ

て

　
辛

苦

冒

本
紀
U

ゑ

か
う

立

て
　

[
而

]
然

わ

か
う

立

て

　
稚

・幼

・少
・若

。弱

や

う

～
丶

[
亡
]
　
微

け

う

な

り

　
〉希
有
∵
◎

け

う

ら

な

り
　

[
梟

乱

]
『
交

羅

也

]

け

う

た

う
　

澆

薄

　

酒
盃
奮

也

れ

う
の

料

理

の
・や

う

、ぼ

う
・　
A
瀞
法

ら

う

ろ

う

　

牢

籠

せ

い

べ
・り

　
聖

廟

『
れ

う

せ

う

た

を

や

か
也

　
朧

踵

]

『
こ
う

ゑ

ゆ

う
　

口
入

]

假

名

文

字

遣

七
十
七

'



し

假

名

文

字

遣

「

ー
ー

酬

●
四
十
八
丁

鬥
が

う

郷
]

臼
の
二
)
た

ん

の
h花

　
龍

膽

花
]
、

『
か
う

そ

さ
み
　
髮

欽
]

[
か
れ
う

ひ
ん

　
迦

陵
頻

]

『
れ

い
ゑ

ゆ
う
　

領

袖
]

『
う
㌘

ひ

こ
　

埀
髮

]

払

う
ぢ

や
う

道

塲

ぼ

う
も

ん
　
法

文

み
す

ぼ
う

御

修
法

冖み
し
ほ
共
]

[
ら

う

希
う

老
耄

]

ま

う
す

　
言

・申
・啓

て
う
　

牒
・御

門
牒
]
'

撰
つ

か
う

て
ん
　

乞

巧
奠

七
十
入

日
さ

や
う

卿
]

日
た

う
け
　

巓

到
』

臼
て
ぼ

う
　
手

棒
・柊

ー
ー
]

曰
く

.・、ん

ゑ
ん

ち

や
う

　
勧

進
帳
]

同
ゑ

ゆ
う

ゑ

や
う

周

章

]

べ
う
み

ん

苗
胤

お
う

逢

擁

護

み
は

か
う

御

入

講

[
け

う

や

う
　

孝
養

]

そ

う
す

奏

ね
う
す

　
恐

れ
う

寮

て
う
し
　
調

子

」

　 　 　 　 　 　 　 　 帰一一 一F　 　 　 　 　 　 　 騨一 一　曹　　　㎝　 　 　 　 　 　 一　『　　　　`　一　　　}　 　 　 　 　 一　　　一　　一　 　 　 一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　}　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　 　 罰　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　,　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　 }　 一一}一陣}一 一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 一　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 }呷　一　}　 　 　 　 　 　 　 　 一『二　　 　 　 　 　 　 　 }「}　 　 　 　 　 　 {}　 　 　 　 　 一　 　 　 }一　 一 一　　一一一



■

扁●卵剛一 輛轟
=喃二裲

{

「
是

な

き

り

つ
ぼ

マ」
云
」

チ

一
本

「
湘
…」壷

{也
」
ト

ス

.

一
本
タ

チ
暮

二
附

チ

付

　

ニ
ソ
ク

ル

叢

鱒

悪

夢
ト
ス

一

一
本

閏

チ
…潤
ト

ス

{{

假

名

文

字

遣 　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

え

『
て
う

が
く
　

調
樂

]
　

　

　

　

　

　

臼
て
う

や
う

の
ゑ
ん
　

重
陽

宴

]

さ

や
う
く
[
は
]
臼
わ
]
ん

[
の
]
参

も
ぐ
　

東

宮
除

目

な

や
ら

・り
　
吶過
…雕
W

ら
一
[ぐ
ゑ
]竃

つ

臘
月

　

を

ら
裹

ん

後
凉
殿

誰

ジ

た
う
の
み
ね
　
歩
武
峰

十

四

　
ふ
門
不
]
罘
画

勝

冪
幾

濕
嚶
嬬
也
]
[府
…]
冖
鑪
昌
風
鷽
翫
]
『
符
]

ゆ
ふ
っ
く
よ
夕
月
夜
飜
葉
夕
附
夜
鋸
本

い
ふ
さ
り
　
夕
去

ゆ
ふ
べ
　

夕
冖
晩
]　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ふ
づ

玉
　

、長
庚
・大
白
星

鬥
月
に
]
う
つ
ろ
ふ
　
移
　
弱
彬
切
断
　

う
る
ふ
月
　
閏
月

ま
が
ふ
　
綴
紛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ざ
よ
ふ
な
み
　
俳
徊
浪
　
翻
玳
が
や

『
ふ
ふ
さ
　

ふ
、,
吾二
、
も

路
草
也
]
　
　

鬥
か
よ
ふ
　
黴

猟
期
.竃

'
通
]

み
く
ま
の
玉
浦

の
は
ま
ゆ
ふ
　

三
熊
野
『
々
日
浦
濱
木
綿
『
大
臣
大
饗
之
時
濱

艦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七
十
九

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の



假

名

文

字

遣

{凶.コ　 媚L朝出』{

…
一
本

、

苑

チ
薨

ト

ス

鬱
四
+
九
丁

　
木
綿
以
熊

よ
も
ぎ
ふ

蓬
生
寂
韆
物
語

芙
蒿

コ
の
-・
の
か
れ
ふ

鬥
嗹

枯
生

τ

ふ
る
ひ
つ
ぢ

穆

]
[灘

鴛

郵

τ

つ
た
ふ

木
傳

悪

説

]

　い
め

か
ふ
　

和
布
・声

門
頭
]

う

ふ
冖
る
]
諤
齢
。
裁

n
前

栽
』
殖
種

『
植

]

}
塚

[
る
]

謬

毟

草
木
淵

殖
同
]

暫
ぬ

ふ

経

つ

き

ゑ

ら

ふ

突

入
た
っ
・、
事
也

…
ひ

か
ふ

扣

縟

び
婁

.
臼
倥

]

'
あ

ふ

ぎ

扇

[
扇
筐

簍

]

…
こ

て

～
論

に
に

た

ψ
]
　
[
胡

蝶

]

野
々
畏
金
烏
足
也
]
　
難
馳
辞
撕
が

て あ は　 か を か み そ き

,ふ.ふ/激 メ丶 ぎ さ そ の(ノ)

7り 　 　 　 　滋 に の ふ か
と　 　髭芝　倉司 ふ 滋 》、　 　 あ』』薄 行 　

一 　 ふ 　 ワ韈 　、蝶翻砦 響
　 冖　 　 牛　 縫 　 　苑

　鑿 覊 盤'言 　 匡
　 　 　 」』』

ξ)玉 南 譱i}

劣 磐 ま 之%
　 　 ら 　 　 　 　　}　 嚢

樗 ほ 葵 　　1

　　念 達 　 1

宝玉 　 }季

遜

呶'一
の一脚

百■4一 口闇隔 嚊曲目闢■■

{}



■

　 }　 一「一

板
本

、

詛

チ
咀

ニ
ソ
グ

ル噸
本

、
.鰹

チ
蛭

ニ
ツ

ク

.

ル

[
た

く

よ
ふ
　
比
類

]

"
か
げ

ろ

ふ

蜻

蛉
・虹
脛

・胡
冖螫

さ

ち

ふ

嫌

・

う
ら

な
ふ

占
・ト

ふ

る
ま

ふ

翔

た
つ

さ

ふ

携
・酬

う

ち
は
ら

ふ
　

斗
藪

宀
撥

]
拂

『
擺

]

[
に
ほ

ふ
　

に
ほ
ひ
ε
も
　

匂

]

く

は

ふ
[
る
]

ぞ
に
ふ
る
ミ

』

か
ふ

買

蒲

歌

也
]

た

ぐ

ふ
　

冖
比
]
類
・属
・彙

・杭

あ
ら

ふ
　

洗

・濯

β浣
[
滌
]
'

か
こ
ふ
　

郡
賜

辮
・堆
・園

部

ぎ

　
　

の
ろ
ふ

咒
詛

臼
文
目
源

氏

物

語

在

之

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'

　
　

き
た
ふ

膳

　
　

ふ
る
ふ
　
【
奮
口
振
℃揮
↓震

　
　

た

ム
ふ

湛

泉
-
也
]

　
　

を
亡
み
た
ば
ふ
　
惜
持

加

た

ゆ
た

ふ
　

獪
預

・寛

浮

動

門
あ

が

ふ
　
贖

]

か
・ふ
[
る
]
　
更

減
枠
伽

『騨
跨
轡

た

こ
ふ

喩

・嬖
咼
興
]

て
あ

ら

ふ
　

盥

[
澡

]

か
.こ
ふ

禦
、、、つ蓋

金

具
冖
也

]

に
ぎ

は

ふ

.■瞻

　

　

.,

ゴ

綴

名

文

字

遣

八
十

,



假

名

文

字

遣

/丶

十

の{幽
一 溺　 　 　 一　 「一「一 心」

●
五
十
丁

¢

ひ

ろ

ふ

【
む

か

ふ

た

く

は

ふ
、、

た

め
ち

ふ

【
込
ば

ふ
　

捍

・拒

甲

・ち

か
あ

、
冒

炉
望

も
国

警

・盟

　

　

　

　

の

『
つ

く

ろ

ふ
　

洗

薗

]

卿

つ
』く

の

ふ
「

償

　
,

`

の

逢

ふ

拭

・揮

・繕

冖
牧

涙

]

そ

こ

な

ふ

殘

・害

・損

あ

た

ふ
'

與

　

『
グ
.,
ス
レ
ト
も
ヨ
ム
】

『
さ

玉

ふ

　

支

]

.
、

か
な

ふ

　

叶

[
稱

」合

]

遡
崎

拾

[
掠

]
　

,.

,　

　

こ

ら

ふ

.
向

・對

噛嚮

●迎

・邀

]
　

　

　

　

.一
'

」

貯

。蓄

㍗資

、

一、齟　

　

　

そ

ふ

　

踉

路

肩
俳

画

・聞

健

。強

健

]
知

躅

　

"

捕

『
追

・囚

・擒

・收

・幽

]

添
・副
・傍

臼
山

1
]

[
、、」
ハ
ふ
,

埠

]

肉
ゆ

る
ふ

麟
皺
鹸
鯀
鹸
.畭
]

つ

く

ろ

ふ

　
療

『
治

也

]

鹽

わ

き

ま

ふ

,
辨

う

や

ま

ふ
　

敬

・恭

」

た

ま

ふ
　

給

賜

[
易量
目
]
一

の
た
・ま
.ふ

　
命

占
旦
[
日

]

[
お
]
[
を
]
さ

ふ
　

『
抑
・押

]



つ
が
ふ

番
『
結
]

へ
っ
ら
ふ

譜
諛

さ
ぶ
ら
ふ

[
侍
]
候

鬥
大
ゆ
ふ

大
輔
]

【
少
ふ

少
甫
]

鬥
い
ご
ふ

獣
]

『
あ
さ
ち
ふ
　
浅
茅
生
]

あ
ら
そ
ふ
　
[
爭
]
諍

な
つ
そ
ふ

馴
『
殍
]

さ
す
ら
ふ

伶
侮

寵
鸚

や
ら
ふ

擯
追

や
ご
ふ

雇

○
圃出
講

よ
ば
ふ
　
[
呼
]
喚
岡
晦
日

假

名
文

字

遣

つ
か
ふ
　

『つ
蒙

る
蘯

目
仕
・事
・使

か
す
【
ま
]
ふ

數

[
算

]

ひ

こ
づ

ら

ふ
　

『
如
干

]

『
ご
ふ
　
問

]
・

『
か
ら
す

あ

ふ
ぎ

　
射

干

]

『
せ
う

ゑ

や
ふ
　
少

將
]

心

ゑ
ら

ふ

煖

熱

い
ら

ム
　

應

[
諾

]
答
『
聲
]

　

　

　

　

　

　

荘
子
[在
直
〕

さ
ら

ぼ
ふ

驍

　

　

　

　

　

　

[入
の
名
也
]

き

ま

よ

ふ

吟

鬥
迷

]

や
す

ら

ふ

俳

徊

か
ど

ふ
　

勾

引

　

[人

か
守、
ひ
也
]

八
十
三



假
名

文

字
遣

入
十
四

蝿

一
本
邏

ト
ス

●
五
十
一
丁

な

ら

ふ
　

習

・効
【
翫
]
學

『
あ

さ

ふ
　
叉
・1
手
]
ン

に
な

ふ

荷

『
召
ハ
]
擔

.
あ

ま
な

ふ
　
[
和
]
甘

[
瀦

]

を

な

ふ
　

備
・具
・饌

た

ふ

る

倒
・僵

『
外

蹇

]
[
臥

]
同
類

]

な

ふ

る

痿

蹊

盞

[惣

苦

衷
ろ
也
]

ふ
り

あ
ふ

ぐ

　
振
仰

鬥
ゆ
]
冖
い
]
ふ

か
ひ
な

じ

[
お
ぼ
ふ
袖

　
覆
袖
]

あ

ま
ふ

る
　

甘
辛
・甘

苦

ゆ
§

か
ふ
空

の

か
よ

ひ
参

[
春

の
鶯

さ

へ
づ
り

ま

ふ
程

無
云
甲
斐

た
ふ
ご
亡

　
行
違
空
通
路

　

春
鶯
囀
舞
程
]

動
ら
ふ
　
晩
.笑
[
闍
典
己

砦

が

写
ひむ

警

束

]

も
ら
ふ
　
餬
囃
齋

恥

弾
謬

一
れ
ふ
る

噂,
幽

愁
[
患
]蹇

翌

た

ふ

る

'斃
臼
躇

]

牛
馬
の
[死
た
ろ
]也

か
ぞ

ふ

れ

ば
　

[
數

]
算

は

ふ

ら

さ

亡

[
不

]
放

埓

『
流
離

]

　

　

　

　

貴

・尊

鬥
爾

の崇

]

　

　

　

　

　

　

　

　七
八
シ
ピ

け

ふ

の

ぼ

そ
ぬ

の
　

狹

布

『
ノ
]
細

布

膠

あ

ぶ

る

韲

醤
論



　 一 　韓一卿「　　一}

一
本

、
出

チ
虫
下

ス

　

◎
五
十
ご
丁

に

は

に
ふ

の
こ

や

あ

ふ

さ

か
や
ま

み
な

も

こ

の
ゑ
た
、が
ふ
㌃

源

順

【
お
ほ

ふ

べ
き
袖

こ
そ
な
け

れ

は
ふ

り

こ

.
祀

子
　

万
葉
宥

之
]

[
き
]
[
ま
]
ふ
に
　

急

『
す

ま

ふ
　

貿
驫
"
難

相

撲

]

【
ま

じ
な

い
給

ふ

　

　

三
篠
西
殿

寫

本

云

赤

土

小
屋

万
葉
[在
之
]

[
逢

]
『
會

]
阪
山

　

　
あ

ふ
く
ま

が
は

　

　
あ
ふ
み

の
く

に

冖古

今
作
者
]

阿
[
武
]
隈
川

近
江
國

可
覆

袖

就
籍

]

　
　

は

ふ
り
　

親

[
詞

]
　
矯

官
畠

　
　

を
ふ
し
こ
う
ち
の
み
つ
ね

　
　

【
を

こ
な

ふ

行
]

　

　

獪

帋
遊
袖
窟
]

前
右
大
臣
公
條

御
輿
書

几
河
内
躬
恒

}

此

一
册
、
小
曾
紹
巴
、
以
數
多
之
本
考
勘
之
,
而
舛
謬
獪
有
之
、先
哲
言
、稜

一

書
妬
塵
埃
風
葉
,
隨
掃
掩
有
云
々
、
可
俟
後
君
子
而
己

麕

天
文

廿

一
重
陽

前
日

記
之

假

、名

文

字

遣

稱

名

野

釋

御

判
、

{

　

　

　

入
↑
五



假

名

文

字

遣

入
十
六

一

嚇

文
安
本
奥
書

圃云
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
,
冖　
　
　

「

　
　
此
双
子
、
以
證
本
不
蓮

一
字
書
寫
之
、依
左
衛
門
尉
藤
原
氏
保
所
望
、経
年

.

　
　
月
者
也
、
眞
實
早
筆
之
躰
多
憚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卆

常

緑
葎

　

　



　

.一
定
家
郷
假
名
遣

少

々

　

'
端

へ

・
な

か
ら

へ

長

久

い
そ

へ

磯

邊

・う

つ

ろ

へ
　

衰

.
や

へ

八

重

ぎ

へ
っ
る

囀

か

へ
て

、
鶏

冠

か
た

へ

片

邊

た

べ

て

堪

た

こ

へ

譬

あ

へ
す

不
敬

覧

ゑ

き

た

へ

敷

妙

な

そ
ら

へ

准

據

う

へ
て

値

い

へ

家

う

へ
　
上

を

へ

,
副

・

か

・へ
う

歸

、

袖

搬

う

ち

は

へ
て

い

に

♪レ

へ
　
古

ま

へ
一
前

こ

袖
打
網

儷

名

文

字

遣

八
十
七

　 　 　 　 　 　 　 　 　 炉囀偖一 一.,一　 　 　 　 　 　 　 　 マ}尸胴呻囎一　 　 　 　 　 　 　 一」一一"　 　 　 　 　 　 噌　　F　π一網一　　　曜▼噌P}　 　 　 　 一　　　一　一一　　　　　　　　　一　　　　　■　　}　}　　　　　　辱　 　 　 ,▼,一… 　　　　　　　　　　一　 　 }マ　 }　 一一　「:一}}門一 一"}一."　縛
厂w丶



假

名
文

字

遣〔 ,
の

は

へ

延

さ

へ

副

ひ

か

へ

引蹴
八
十
入

い

へ
は

、
言

ゆ

へ

、
故

こ

た

へ

答

た

く

ふ

へ
　

比

あ

っ
ら

へ

誂

た

え

て

絶

え

た

る

暑

　

　

　

彳

　
　.

も

え

萌

お

の

ム
え

鉞

柄

え

た

枝

ひ
え

比
叡

　 　 　 }　 一 り一～



得
不
知
%

.
え

ひ

す

　

狄

・戎

・東

芝

砦

あ
れ
は

縁

{
せ
う
え

う

逍

遥

}}
ふ

え

。
笛

『

え
て

寒

}…
え
そ
ゑ
庭

得
意
也

…　

奥

の
ゑ

ご

ゑ

聲

硲

毳

行
末

一二
9
ゑ

末

…
ゑ

ひ

て

醉

㎝

ゑ

産
穢

　　

端

の
ほ

一　

一

假

名
文

字

遣

れ
ほ
え

覺

さ
か
え

榮

え
な
ら
ぬ

艷

え
ふ
の
身

　
、閻
浮
身

え
ら
ふ

撰

ゑ

繪

ゑ
ふ
く
ろ

餌
袋

つ
ゑ

杖

こ
す
ゑ

稍

八
十
九



假

名
文

字

遣

●
四
十
五
丁

が

譲

垣
面

い
、こ

ほ

る

融

…

卵
に

ぼ

ふ

匂

　{
貫

ム
の

ぼ

る
　

調

…一　

中

の

な

・
を

う

か

愚

踈

{
か
た
戟
な

み

一
残
ち

遶

㎝

を

ご

　

訟
日
、

　

　

　

コ

.
淡

の

ぐ

男

主

の
を

命

……
竄

く

置

…
を

う
な

女

し

九
十

さ
ほ

竿

い
は

ほ

か
ほ

臨

顏
貞 巖

を

こ
り

て

驕

を

は
り

終

を

そ
き

遲

を

の

つ

か
ら

　
自

を

る

織

を

・レ
て

る
や

離

職
饕

を

く

れ

遑

す

さ

の
を

素

蓋
烏

簿



○

、

を

し
な

み

押
並

を

き

の
み

て

爐

銘

を

は

人

也
・伯

母

　

奥

の

ギ

お
ほ
ん

御

お

ご
ろ
く

　
驚

お
ふ

る

生

お

や
　
親

れ

し

む

惜

お

ご
る

減

お
く

臭

名

に

じ

お
ふ
　

名
費

山

れ

ろ

〃し
　

山

下
風

職

を

の
　
小
野

を

か
へ
　
岡
邊

を
♪レ
鳥

鴛

お
も

ふ
　

恐

れ
け

る

.
落

お
ほ

せ
　
仰

れ

さ

荻

れ
な

亡
　

回

れ

ぼ

っ

か
な

さ

れ

ほ
く

多

れ

立
て
春

雨

深
山
を
う
し
の
時
バ
を
也

覺
束
無

優

者
文

字
遣

九
十

一



假

名
文

字

遣
、　

為

イ

あ
ひ
お
ひ
　
相
生

お
き

奥
沖

水

の
お
も

水
面

か
め

の
れ
山

　
龜

尾
山

お
さ

長

お
り

て
　
折

お
は
な

小
花

若

き
り

、こ
れ

じ
　

岩

切
逋
麗

お
ほ

か
た

大

方

.

　

端

の

い

い
か
き

鳳
瑞

離

た

い
　

臺

ち

い
さ

き

　
小
・少

九
十
二

梦
ほ

ゆ

覺

お

の

へ
　

尾

上

れ

く

て
田

晩

出

れ

ご
ろ

へ
　

衰

れ

き
ふ
亡

起

居
伏

れ

ふ

の
う
ら
　

麻
生
浦

れ

り
は

へ
　

下
榮

れ

い

老

.

お

ご
こ
　
劈

き

や
う
た

い

鏡

臺

か

い
　
榜

舟
也

お

い
　
老



■

〇
四
十
六
τ

も
ち

い

餅

　

中

の

ゐ

雲

み
よ
ゐ

霄

つ
み

に

終

・遂

た

ち

み

立

居

つ
み
草
」

　

奥

の

ひ

ご

ひ

戀

こ

よ
ひ

今

宵

さ
ふ

ら

ひ

侍

か
ひ

　
貝

山

の

か
ひ

假

名
文

字

遣

き
さ

い
の
み

や

　
后
一宮

ゑ

み

て

.

山

の
井

井

の
水

ま

ご

ゐ

強迷

お
も
ひ

　
恐

く

ひ

晦

た

ま
亡

ひ

ひ
ろ

ひ

拾

い
は

ひ

親

魂

,
九

+

三

し



●

一'
』

假

名

文

字

遣

'

ψ

や う、 た

よ つ ご
ひ ろ ひ

　 ひ

三 　 假

月 表 縱

女

2

繩

い
2

岩

九
十
四

あ

ひ
た

間
・際

よ
は

ひ

齡

そ
ζ
な

ひ

心
地

あ
2

水
の
泡

あ
2
雪

淡
雪



　 　 }　7
一ギ

さ

つ
為

脆
.

一
'人

丸

秘

鈔

和
歌
文
字
聞
事

一
緒
之
音

ち
り
ぬ
ろ
な
書
之
依
緒
用
之

を

み
な

へ
じ

を

く

ら
山

を

さ

ム

●

浅

く
露

　
諏
殊
臙
陳
物

ま

つ
を

夏
狩

人

を

ご
は

山

玉

の
を

を

た
え

の
は

・し

残

や

み

を

こ

め

一
一
尾
之
音

う

み
の
奥
山
書

之
故
也

隔
れ

ぐ

山

れ

も

ふ

れ

ご

ろ

く

れ

の

へ
の
松

　

　

　

　

　

　

お
ほ

か
た

●　

　

.　

　

お
喜

む

　

　

　

　

　

　

お
さ

の
は

　

　

　

　

　

　
花

横

お

る

假

名

文

字

遣

九
十
五



■

假

名

文

字
遣

九
十
六

●
四
+
七
丁

ご

込
d
お

り

ふ

》し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お̀

ご

こ

　

　

お

ご
戴
立

溺
融

　

　

　

　

　

　

　
　お
さ

萇

布
也

}
れ
こ
う
こ

弟

　

　
,
　

　

　

　

お
か
じ
さ

れ
か
む
」

}
一
え

枝

汐

む

め

か
え

禁

え

た

ち

え

ぼ

つ
え

ゑ

つ
え

ふ

え
脚.
た

え

斷

き

え

淌

こ

え

越

さ

こ

え

聞

見

え

見

　

か

せ
さ

え

て

爨

か
え

て

の
木

鷄
檗

え

や

ハ
い
ふ

き

の

い
り

え

'入
江

　
一

へ
　

う

へ
き

ぬ

た

へ
す

不
堪

ゑ

う
た

へ

白
妙

草

木

伐

う

へ
を

く

植
置
{

ご
亡

搬

へ
て

年
經
　

ま

へ
う

じ

ろ

前
後
　

こ

ご

の

ゆ

へ

故
　

い

へ

家

い
ろ

へ
　

や

へ
む

く

ら

八
重
葎
　

や

へ
さ

く

ら

　

さ

へ
っ

る
　

鳥
也
　

す

へ

て

居
　

け

ふ

も

玉

の

へ
に

九
重
　

さ

な

へ

早
苗
　

ご

へ
　

ζ
た

へ
　

れ

も

へ
は

　
な

へ
に

一
ゑ

す

ゑ

ゆ

く

募

こ
ゑ



い
、本

ノ
マ
b

⑧
四
+
八
丁

こ
す
ゑ
　

ゑ
　
衞

亡

　
ゑ

ん

か
の
さ

　

も

の
ゑ

ん

亡
　
ゑ

の

こ
　

つ
ゑ

　
一
ひ

　

こ

ひ
　

か
ひ
も
な

く

　

い
ひ
ゑ
ら

訟
　

ま

ひ
人

　
ま

ご
ひ
　

か
よ

ひ
　

う

ひ

こ
ご
　

お
ひ
ぬ

れ
　
お
い
ぬ
れ
に
叉
一
説
也
　

い
さ

よ
ひ

の
月

　
あ
ふ

ひ
草

ゑ
た

ひ

}
一
ゐ

　
あ
弁

蓋

つ
み
に
●
色

に
そ

W
て
ぬ
▼
へ
さ

　
は

す

の
は

み
　
池

の
ば

る

よ
井

の

ま

窩

よ

ひ

叉

一
蓋

用
之

く

れ

な

井

紅

訟

9
ゐ

猪

…
一

い

い

に

じ

へ

古

に

じ

の
た

い

を

み

の
た

い

塁

て

ん

か

い

}
た

い

題
　

れ

い
ぬ

れ

は

老
　

た

ひ

ぬ

れ

は

叉

一読

假

名

文

字

・遣

九
十
七



覧 ヒ

P5

子 「

〆.唖.陀 ト「「 駐 　 　 驚

尸「'ボ 、'宀舮,　 け

. /,　 齟i
㌧・、 ㌧ ・"層 丿　 　 　 　 、

　 　 L　 　'

「二

　 {

・ 、 』

丿

↓
卜,L 儚 　 　噸`　 　 7

L

}

、 ∂

弓葺1∫
、避

　 　 ロ護
・褥　　　 　　　宀

　 丶

　 「　」」　 ノ　」

　 覧,

いビ無 褥 ・雌,濕∵
　 　 サ㌔　　　、「　　　　　　　ア「

㌧

ニほにハ　リL　}　」丶咼

・譫轡 讐 饗ξ響:ll!ll∵
「　　　　　　　　　　「

　 　 　 ドレ

　 ノ　 ・
/　　　　　　　　、　'
　 　 し 、

冠`

ノ

宀

L

へ

噛

-

.

つ

〆　　
　.

假

名
文

字

遘

」　「

.

"

讐,…

一

}

・闇
ぜ
　
　
　

・

k

、

〆

、

、

'　　
　　尸

1

戸

　

㎏

.

一
.i
.

奪

＼

　

〆
　

、

』
〆

九

十

八

、

'　
　　
」　
　ノ

「

i

,

文

明

十

年

二
月

入

日

書
寫

畢

以

　
禁

裏

御

本

書
之

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

　
　
　
　
　
　
　
」
　

　

按

察

使

鹽

、

・

'

6

匸

'

藤

原

親

長

一

蟹
置
-
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

弘

誓

」
垂
一■垂

耳
.

=

τ

ρ

を

'　r

、　 ∫　?

,

」

,

ン

"

、

講

彳
/

　 　　 　　 　　 厂　訐

纛
F　 　　'

ジ

气

　　　 　　 　　　 　　 　　 丶　　 ρ畠7、　　4　　　　　　'

L　 ザ 　 　　 溶 ・

驫ll:鷲:～嘉

L　兀

丶
卜　r

私 烏
11丶'　 　　　 　　ドロ

1癒操 艦

墨

　 　　毫　 　、　 　　　 　　 ♂・
　 　 }
　 ヴ「1障・^　　　　 　・'
・乳漉 き .秘 同f㌧・　 ド

【 ♂　　 「　　 冫

ゾμ　 ・、1

騨べ r　　　、　,
し

'

　　 刈 、瀛
.・

F　　 　　 　 1・～阪h引・・　　 L

話 一3Σ 　 L、＼.舮 、㌦ 、　 '

'

憾

ノ

釁
-
　
　
　

i

一

…

～

」　T

p
…

一

"℃
～

聾
　
　
書

痙一

㌧

瞑　　,

聖

匁

メ　 斗
　　　　・1

、　　　　　　　　　　　　　鑒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「畜　
.　 喚・　　　　　　　　　　　　　　　　　　,ゆ

　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　7で　　　　　　、毳　　　'　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　㌧尸　　 鴫隔

　　　　碑　 　　 　ヂ　 　 　　 　 　　 　聖画
　o


